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食
と
農
に
関
す
る
教
育
（
運
動
）
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
食
育
の
意
味
を
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、

「
食
」
に
か
か
わ
る
シ
ー
ン
は
あ
ま
り
に
も
広
範
囲
で
あ
り
、
実
際
、
体
験
農
業
や
管
理
栄
養
士
が
取
り
組
む

学
校
給
食
な
ど
色
ん
な
「
食
育
」
の
意
味
で
た
ず
さ
わ
る
場
面
が
多
い
。
今
回
は
、
学
校
給
食
を
通
じ
た
食
育

と
し
て
「
地
産
地
消
」
が
ど
こ
ま
で
浸
透
さ
れ
て
い
る
の
か
取
材
し
て
み
た
。

　

学
校
給
食
で
は
、
地
場
産
に
対
す
る
期
待
も
強
く
、
今
後
と
も
多
く
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
が
、
端
境
期
や

納
入
条
件
な
ど
地
場
産
を
取
り
扱
う
に
は
、
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（
表
一
）
。
そ
の
中
で

も
、
給
食
セ
ン
タ
ー
と
地
元
の
農
家
が
協
力
し
あ
い
、
朝
一
番

の
取
れ
た
て
を
給
食
の
食
材
と
し
て
活
用
し
て
い
る
こ
と
は
、

子
供
達
に
と
っ
て
も
、
お
母
さ
ん
達
に
と
っ
て
も
喜
ば
れ
て
い

る
。
地
場
産
の
紹
介
が
「
給
食
だ
よ
り
」
に
掲
載
さ
れ
る
と
生

産
現
場
で
の
や
り
が
い
も
生
ま
れ
る
。
管
理
栄
養
士
か
ら
は
、

「
お
い
し
さ
ば
か
り
で
は
な
く
、
食
べ
物
を
大
切
に
思
う
気
持

ち
や
た
ず
さ
わ
る
人
達
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
意
味
で

地
場
産
物
の
活
用
は
学
校
給
食
に
は
と
っ
て
も
大
切
な
も
の
で

す
」
と
地
場
産
物
の
活
用
に
期
待
し
て
い
る
。

　

今
回
の
取
材
を
通
し
て
、
学
校
給
食
で
の
地
産
地
消
が
子
供

た
ち
へ
の
食
育
に
期
待
さ
れ
、
ま
た
、
地
場
産
物
の
良
さ
を
よ

り
多
く
の
人
達
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
食
育
活
動
で
の
目

標
が
見
え
て
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
食
育
活
動
に
は
色
ん
な
場

面
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
農
協
と
し
て
も
関
係
機
関
や
地
域
の

人
達
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
か
か
わ
り
を
持
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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■
「
食
育
」
っ
て
ど
う
な
の
？

『
食
』
と
『
農
』
特
集
（
最
終
回
）・
・
・
・
学
校
給
食
を
通
じ
た
子
供
達
へ
の
「
食
育
」

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

■
学
校
給
食
で
の
「
地
産
地
消
」
は
、
ど
う
な
の
？

�
給
食
の
作
業
中

≪各給食センターの地産地消の状況　表１≫

現状の課題と将来の方向性地場産の
納品ルート地場産割合と品目対象

範囲
出来るだけ品目を増したい。食べる
だけでなく、作った人をゲストとして
呼んで紹介を行ったり、剣淵産の食材
だげで給食を使ってみたり、色んな食
育の取り組みを行っていきたい。

地元の農家や各グル
ープなど（稲作振興
会有機栽培米研究
班、命を育てる大地
の会、福有会……）

１０年前から取組んでお
り総体の約４０％。いも
・玉葱・人参を中心に
１２品目

町内の
小中高
校を合
わせて
３校

剣
淵

各
給
食
セ
ン
タ
ー

不作や端境期になると地元のものが
少なくなり、全てを地場産１００%にす
るにはなかなか難しい。今後、納入時
期など条件に合えば地元の食材をも
っと増やして行きたい。

市内の商店や低農薬
を取り組んでいる地
元の農家など（士別
農園……）

７年前から取組んでお
り総体の約６５％。いも
・玉葱・人参を中心に
１６品目

市内の
小中高
校を合
わせて
16校

士
別

市町村合併と施設の老朽化の問題が
ありますが、出来るだけ地場産を増や
していきたい。

町内の商店やＪＡな
ど。

昨年から取り組み始め
られ、米については全
量地場産。

町内の
小中学
校合わ
せて２
校

朝
日

　※和寒町には、給食センターはありません。
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Ｊ
Ａ
で
は
、
７
月
５
日
〜
９
日
の

５
日
間
で
、
地
区
別
懇
談
会
を
開
催

し
、
事
業
進
捗
状
況
・
各
種
支
援
対

策
の
概
要
・
小
麦
の
乾
燥
調
製
料
の

設
定
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
組
合
員

の
皆
様
か
ら
合
併
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
等

に
つ
い
て
も
意
見
や
質
問
を
求
め

た
。

　

全
地
区　

会
場
に
分
か
れ
て
開
催

20

さ
れ
た
今
回
の
懇
談
会
は
、
士
別
基

　

７
月　

日
〜　

日
の
間
、
各
基
幹

12

21

支
所
で
秋
ま
き
小
麦
の
適
期
刈
取
り

判
定
及
び
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

各
生
産
者
か
ら
、
一
番
進
み
の
早

い
圃
場
の
サ
ン
プ
ル
を
持
ち
こ
ん
で

も
ら
い
、
水
分
測
定
に
よ
り
適
期
刈

取
り
時
期
を
判
定
し
、
水
分　

％
以

30

４
３
５
名
が
出
席
し
地
区
別
懇
談
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
運
営
に
つ
い
て
も
意
見
求
め
る

下
の
刈
取
り
に
向
け
個
別
に
お
知
ら

せ
を
し
た
。

　

刈
取
り
は
、
７
月　

日
か
ら
始
ま

22

り
各
セ
ン
タ
ー
に
随
時
搬
入
が
始
ま

っ
た
。

　

今
年
の
秋
ま
き
小
麦
は
例
年
に
比

べ
る
と
、
収
量
に
期
待
が
も
て　

日
27

▲サンプルを水分測定

全
量
１
等
麦
を
目
指
し
て

秋
ま
き
小
麦
の
適
期
刈
取
り
を
判
定

▲地区別懇談会のようす

幹
支
所
地
区
で　
68

名
、
剣
淵
基
幹
支
所

地
区
で
1
1
7
名
、

和
寒
基
幹
支
所
地
区

で　

名
、
多
寄
基
幹

89
支
所
地
区
で
１
１
３

名
、
朝
日
基
幹
支
所

地
区
で　

名
の
合
計

48

４
３
５
名
が
参
加
し

た
。

　

懇
談
会
で
は
、
出

席
さ
れ
た
組
合
員
の

皆
様
方
か
ら
、
活
発

な
意
見
や
質
問
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

懇
談
会
で
の
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
質
問

意
見
に
つ
い
て
は
別

紙
に
て
全
戸
に
配
布

す
る
予
定
。

現
在
で
は　

％
以

80

上
の
刈
取
り
が
終

了
し
順
調
な
収
穫

作
業
が
進
ん
で
い

る
。
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７
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
多
寄
青
年

部　

名
・
女
性
部
2
名
は
、
資
源
の
再
利

15
用
と
活
動
資
金
の
造
成
を
目
的
と
し
て
農

業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
作
業
を
実
施

し
た
。

　

こ
の
回
収
は
事
前
に
農
事
組
合
へ
取
り

ま
と
め
を
し
て
頂
き
、
当
日
、
各
組
合
員

宅
約
１
０
０
軒
を
ト
ラ
ッ
ク
で
訪
問
し
、

農
ビ
約
６
㌧
、
農
ポ
リ
約　

㌧
を
回
収
し

14

た
。

　

今
回
の
回
収
資
金
は
青
年
部
・
女
性
部

活
動
が
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る
よ
う
有
効

活
用
さ
れ
る
予
定
。

朝
日
基
幹
支
所
よ
り

　

ふ
れ
あ
い
広
場
実
行
委
員
会
（
柴
田
宣

雄
会
長
）
が
主
催
す
る
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

が
今
年
も
７
月　

日
に
剣
淵
町
本
町
小
公

17

園
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
、
剣
淵
町

が
福
祉
の
町
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

方
も
共
に
手
を
た
ず
さ
え
、
共
に
希
望
を

語
り
合
う
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
住
民
と

ふ
れ
あ
い
の
持
て
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
い
と
始
め
て
か
ら
今
回
で　

回
目
。
今

17

年
も
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
剣
淵
基
幹
支
所
職

員
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
・
女
性
部
、
Ｊ
Ａ
ほ
ほ

え
み
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
、
商
工
会
、
西
原

学
園
、
北
の
杜
舎
な
ど
各
種
団
体
が
参
加

し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
柴
田

宣
雄
会
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
大
澤
秀
了

町
長
、
芳
賀
修
町
議
会
議
長
が
来
賓
挨
拶

を
行
っ
た
後
、
催
し
が
始
ま
っ
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
朝
日
青
年
部
（
下
間
山

一
部
長
）
の　

年
度
の
視
察
研
修
が
７
月

16

１
日
・
２
日
の
日
程
で
、
岩
見
沢
に
本
社

が
あ
る
石
狩
造
機
株
式
会
社
と
ホ
ク
レ
ン

本
所
に
て
研
修
が
行
わ
れ
た
。

　

石
狩
造
機
で
は
、
参
加
者
６
名
が
製
造

を
行
っ
て
い
る
融
雪
剤
散
布
機
や
ハ
ウ
ス

の
シ
ャ
ト
ル
な
ど
の
機
械
の
説
明
を
う
け

た
あ
と
、
製
造
工
場
の
視
察
を
行
っ
た
。

多
寄
基
幹
支
所
よ
り

青
年
部
・
女
性
部
が
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収

　

青
年
部
・
女
性
部
か
ら
は
「
た
く
さ
ん

の
皆
様
方
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。」と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
て
い
た
。

ふ
れ
あ
い
広
場
に
Ｊ
Ａ
関
係
団
体
も
参
加

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
朝
日
青
年
部
の
視
察
研
修
が
行
わ
れ
る

　

ホ
ク
レ
ン
で
は
、
肥
料
・
農
薬
・
資
材

の
情
勢
を
各
担
当
者
か
ら
説
明
を
う
け
、

参
加
者
か
ら
は
積
極
的
に
質
問
や
要
望
を

す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

�
説
明
を
受
け
る
青
年
部
員

剣
淵
基
幹
支
所
よ
り

　

尚
、
次
年
度

に
つ
き
ま
し
て

も
、
青
年
部
・

女
性
部
活
動
の

一
環
と
し
て
回

収
を
計
画
し
て

い
る
。

▲計量のようす

　

会
場
で
は
、
沢
山
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
置

さ
れ
、
来
場
し
た
大
勢
の
人
達
で
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
職
員
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
・
女

性
部
、
Ｊ
Ａ
ほ
ほ
え
み
グ
ル
ー
プ
も
、
そ

れ
ぞ
れ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
こ
の
「
ふ

れ
あ
い
広

場
」
を
大

い
に
盛
り

上
げ
た
。

▲「ふれあい広場」でのふれあい
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士
別
市
体
験
工
房
建
設
推
進
協
議
会

（
田
中
豊
子
会
長
）
は
6
月　

日
、
剣
淵

23

町
農
産
加
工
研
究
施
設
「
け
ん
ぶ
ち
食
の

ふ
る
里
館
」
で　

人
が
参
加
の
中
、
加
工

33

体
験
研
修
会
を
行
っ
た
。

　

こ
の
会
は
、
食
を
通
し
て
人
と
人
の
交

流
と
豊
か
な
食
生
活
を
目
指
し
、
食
文
化

を
伝
え
て
行
く
た
め
に
、
市
民
が
気
軽
に

利
用
で
き
る
体
験
交
流
工
房
の
設
置
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

加
工
体
験
研
修
会
で
は
、
施
設
担
当
者

か
ら
施
設
概
要
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

士
別
基
幹
支
所
よ
り

和
寒
基
幹
支
所
よ
り

山
菜
ご
飯
の
具
と
チ
ー
ズ
作
り
を
体
験

普
及
セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
農
家
チ
ー
ズ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
講
師
ら
の
指
導
の
も
と
、

山
菜
ご
飯
の
具
と
チ
ー
ズ
作
り
を
体
験
。

　

山
菜
ご
飯
の
具
に
は
、
先
日
さ
さ
の
平

で
取
れ
た
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
が
入
っ
て
お

り
、
参
加
者
た
ち
は
味
見
を
し
な
が
ら
、

慎
重
に
大
鍋
を
か
き
混
ぜ
て
い
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
具
は
、
施
設
の
機
械
を

利
用
し
て
真
空
パ
ッ
ク
包
装
し
、
各
家
庭

で
山
菜
ご
飯
を
作
る
際
に
使
わ
れ
る
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

を
し
な
が
ら
、
農
村
の
女
性
と
都
市
の
女

性
と
の
親
睦
交
流
を
深
め
て
い
た
。

第
７
回
組
合
員
親
睦
玉
入
れ
大
会
開
催

　

７
月　

日
、
和
寒
町
総
合
体
育
館
で　

15

42

チ
ー
ム
４
８
４
名
の
組
合
員
と
そ
の
家
族

が
参
加
し
、
組
合
員
親
睦
玉
入
れ
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
で
尾
形
正
捷
代
表
理
事
組
合
長

よ
り
「
農
業
環
境
は
厳
し
い
が
、
農
業
振

興
に
は
地
域
の
活
性
化
が
何
よ
り
大
事
、

皆
さ
ん
の
健
闘
を
祈
る
」
と
激
励
の
挨
拶

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
前
年
度
優
勝
チ
ー
ム
の
代
表

佐
藤
昭
徳
さ
ん
よ
り
選
手
宣
誓
が
行
わ

れ
、
組
合
長
と
来
賓
に
よ
る
始
球
式
に
よ

っ
て
、
競
技
が
開
始
さ
れ
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
、　

個
の
白
い
玉
と
１

99

個
の
黒
い
玉
（
最
後
に
入
れ
る
玉
:
ア
ン

カ
ー
ボ
ー
ル
）
を
籠
の
中
に
入
れ
て
競
い

合
い
、
予
選
は
２
回
の
合
計
タ
イ
ム
に
よ

り
上
位　

チ
ー
ム
の
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
、
下
位

20

　

チ
ー
ム
の
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
準

22々
決
勝
か
ら
決
勝
ま
で
優
勝
目
指
し
て
競

っ
た
。

　

平
均
年
齢　

歳
の
チ
ー
ム
が
予
選
１
回

63

戦
で
２
分　

秒
の
好
タ
イ
ム
で
投
了
す
る

46

活
躍
も
あ
り
、
ア
ン
カ
ー
ボ
ー
ル
を
先
に

入
れ
て
し
ま
っ
て
悔
し
が
る
チ
ー
ム
も
あ

っ
て
、
選
手
の
一
投
一
投
に
歓
声
と
た
め

▲チーズ作りの説明を受ける

息
で
、
会
場

は
大
い
に
賑

わ
っ
た
。
本

年
度
の
ベ
ス

ト
タ
イ
ム

は
、　

秒　
35

99

で
あ
っ
た
。

成
績
は
次
の

通
り
。

▲白熱の玉入れ

優　

勝

準
優
勝

３　

位

４　

位

５　

位

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

大
成
ｏ
ｎ
ｅ

大
成
ｔ
ｗ
ｏ

三
笠
３
Ｂ

北
原
Ｄ

き
く
の雪

化
粧

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

松
岡
Ｃ

西
和
・
福
原

Ｅき
く
の

こ
ふ
き
ん
ず

北
原
Ｃ

北
原
Ｂ



��

総
務
課

士別基幹支所士別基幹支所

谷口忠司谷口忠司基幹支所長基幹支所長

増谷拓哉増谷拓哉係長係長 亀谷 功亀谷　功課長補佐課長補佐 中西正人中西正人

小林康夫小林康夫係長係長

河野竹美河野竹美 佐久間美由紀佐久間美由紀

（店舗金融）

営農課

（生産推進・組合員相談）

（有機物供給センター）

（青　果）

（ライスセンター） （米麦農産・倉庫）

（営　農）

高張洋幸高張洋幸課長補佐課長補佐

藤原拓哉藤原拓哉

上西 聡上西　聡係長係長

中井康丈中井康丈

柚原章平柚原章平

濱田竜司濱田竜司

竹中文章竹中文章 高橋昌司高橋昌司

西森正範西森正範

大條秀隆大條秀隆係長係長

平間美佐記平間美佐記

小笠原寿則小笠原寿則

川原 勝川原　勝調査役調査役

上畑 宏上畑　宏

塩崎健治塩崎健治考査役考査役 胡摩崎達雄胡摩崎達雄考査役考査役

菅原 敏光菅原　敏光調査役調査役

中村孝夫中村孝夫調査役調査役 宮路幸夫宮路幸夫

西野孝志西野孝志
佐藤公泰佐藤公泰係長係長

西田浩幸西田浩幸

清水 悟清水　悟主任主任 田中孝幸田中孝幸課長課長 玉置 忠玉置　忠

販
売
課
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（畜　産）（大和牧場）

販
売
課

購
買
課

（生産資材）

（自動車）

（生産資材）

（燃　料） （燃　料）

（農機具）

木下 博文木下　博文場長場長

岩田勝彦岩田勝彦

岡崎智子岡崎智子係長係長 西崎雅之西崎雅之課長課長

吉川 淳吉川　淳主任主任

山口 聡山口　聡

岡 一成岡　一成係長係長

渕澤博孝渕澤博孝
梅田真吉梅田真吉

千葉美幸千葉美幸 小野田勝小野田勝課長課長 柳瀬和恵柳瀬和恵 見延由美子見延由美子 石川美枝子石川美枝子

谷口繁樹谷口繁樹

川村健二川村健二

木村繁海木村繁海

中 信勝中　信勝

石川春男石川春男主任主任 田島 誠田島　誠課長課長 竹内孝順竹内孝順係長係長 大川音吉大川音吉 高橋美鈴高橋美鈴

横沢弘道横沢弘道係長係長
杉島貞雄杉島貞雄

西田義雄西田義雄主任主任

前川一祐前川一祐

徳長繁則徳長繁則

高橋 修高橋　修係長係長

高橋政浩高橋政浩主任主任

小林将人小林将人

奥山美幸奥山美幸 山根みゆき山根みゆき 竹田弥琴竹田弥琴 富田麻美富田麻美 石立理絵石立理絵 高石いずみ高石いずみ

上杉卓弘上杉卓弘 佐々木智和佐々木智和
徳田拓実徳田拓実

横山穏勲横山穏勲

安齋俊彦安齋俊彦
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仁村 幸男仁村　幸男支所長支所長

士別基幹支所士別基幹支所

上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所

 
 
上
士
別
支
所 
――――――――――――――――――――
――――――――――――――――――――
――――――――――――――――――――

―
―
―

（生産資材・燃料・営農・販売）

 
 
温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温
根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所

温
根
別
支
所 
――――――――――――――――――――
――――――――――――――――――――
――――――――――――――――――――

―
―
―

（管理・金融・共済）

（士別運送）

（管理・金融）（中さんは６／30付で退職）（営農・販売）

（生産資材）

松崎千春松崎千春支所長支所長

阿部初男阿部初男

斉藤八重子斉藤八重子
谷口美和谷口美和

佐竹ひとみ佐竹ひとみ

中山 正中山　正

東海林和之東海林和之主任主任 林 国博林　国博課長補佐課長補佐 河本 優河本　優係長係長 松田祐司松田祐司

出原和夫出原和夫課長補佐課長補佐

会木 希会木　希

岡浜恵美岡浜恵美 吉田里美吉田里美

合田さとみ合田さとみ

真嶋憲一真嶋憲一係長係長

星 浩星　　浩

加藤恵美加藤恵美
竹中 勇竹中　勇課長課長

中 久美中　久美

木村友紀木村友紀

今井年成今井年成課長補佐課長補佐

半谷久恵半谷久恵

竹中信雄竹中信雄 吉田 均吉田　均

仁村澄子仁村澄子 阿部泰子阿部泰子 佐藤麻智子佐藤麻智子

遠藤秀樹遠藤秀樹係長係長 小林英樹小林英樹
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多寄基幹支所多寄基幹支所

野作浩三野作浩三基幹支所長基幹支所長

（貯金・金融・共済）

（米麦・農産・倉庫）

（営農企画・生産振興・経営対策）

（
組
合
員
相
談
）

総
務
課

販
売
課

営
農
課

購
買
課

（生産資材・生産資材推進・車輌・機械）（給油所）（猪狩さんは７／８付で剣淵給油所配属）

（青　果）

（総　務）

澤木麻衣澤木麻衣

亀岡由佳亀岡由佳

山本郁恵山本郁恵

新堂幸二新堂幸二係長係長 松岡光久松岡光久課長課長 神 大輔神　大輔

三浦晃二三浦晃二

渡邉利恵渡邉利恵 渡辺真奈美渡辺真奈美

本間 忍本間　忍

下門浩幸下門浩幸係長係長

山形浩介山形浩介

田代ひとみ田代ひとみ

高橋美智子高橋美智子

杉山あけみ杉山あけみ

金子弘枝金子弘枝

岩崎義幸岩崎義幸課長課長

溝渕晃平溝渕晃平

岡 政洋岡　政洋係長係長

熊谷 健熊谷　健

庄司英則庄司英則係長係長

疋田重光疋田重光係長係長 羽鳥孝子羽鳥孝子 加藤 博加藤　博

猪狩寿洋猪狩寿洋 仲俣輝幸仲俣輝幸

大西隼人大西隼人

村上正信村上正信課長課長

小田切里美小田切里美

石川和則石川和則係長係長

高井幹枝高井幹枝

高橋敏保高橋敏保

吉野隆敏吉野隆敏係長係長

磯崎泰秀磯崎泰秀

河野光紀河野光紀課長課長

真鍋友市真鍋友市課長補佐課長補佐

斉藤 満斉藤　満係長係長

小野寺洋一小野寺洋一
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朝日基幹支所朝日基幹支所

総
務
課

窪田直幸窪田直幸基幹支所長基幹支所長

藤田啓司藤田啓司

（生産資材）

（生　活） （給油・車両機械）

（米麦・農産・倉庫・酪農畜産・青果）

森美紀雄森美紀雄課長課長

藤田卓雄藤田卓雄係長係長
高橋英文高橋英文

小山正子小山正子

石井 勉石井　勉課長課長

栗山康子栗山康子

後藤優子後藤優子

武田喜美枝武田喜美枝

栗山政則栗山政則係長係長

濱田智子濱田智子

購
買
課

紺野恵世紺野恵世

（総務・経理・貯金・金融・共済・渉外・組合員相談）

販
売
課

金子雄亮金子雄亮

近川徹也近川徹也係長係長

高橋美津子高橋美津子 中谷久美子中谷久美子

（営農企画・生産振興・経営対策）

西條信二西條信二課長課長

堀 和仁堀　和仁係長係長

長瀬竜也長瀬竜也

滝本よう子滝本よう子
荒井奈緒子荒井奈緒子 村上麻衣村上麻衣

青木 希青木　希
千田秀昭千田秀昭課長課長 岡田 寛岡田　寛考査役考査役 長南ひかり長南ひかり

岸田好展岸田好展

高橋友子高橋友子

安藤玲子安藤玲子 岡本美幸岡本美幸

小蕎 優小蕎　優

営農課
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第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会第６回理事会
（６月29日開催）

議案第１号.役員福利規程の設定について

議案第２号.地区別懇談会の開催について

議案第３号.固定資産の取得及び賃借について

議案第４号.小麦乾燥調製料の設定について

議案第５号.米・雑穀等運賃設定について

議案第６号.自主検定員選任について

▲報告事項 ▼

１.４月末自治監査報告について

２.６月末棚卸の実施について

３.その他

金
融
部
よ
り

　

２
月
よ
り
本
所
に
お
い
て
、
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
中
士
別
支

所
貯
金
店
舗
で
す
が
、
８
月　

日
を

22

も
っ
て
正
式
に
本
所
に
店
舗
移
管
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま

し
て
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
の

切
り
替
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

後
日
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

お
客
様
に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

燃
料
車
両
部
よ
り

秋
の
自
動
車
展
示
会
の
ご
案
内

　

９
月
４
日（
土
）・
５
日（
日
）の
２ 

日
間
、
秋
の
自
動
車
展
示
会
を
士
別

運
送
駐
車
場
で
開
催
し
ま
す
。
軽
自

動
車
か
ら
Ｒ
Ｖ
車
、
ト
ラ
ッ
ク
、
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
新
車
、
中
古
車

を
一
挙
に
展
示
。
全
メ
ー
カ
ー
を
同

時
に
見
ら
れ
る
の
は
、
Ｊ
Ａ
の
展
示

会
の
み
。ぜ
ひ
見
比
べ
て
下
さ
い
。

　

な
お
、成
約
者
に
は
豪
華
記
念
品
、

ご
来
場
の
方
に
も
粗
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

自
動
車
の
こ
と
な
ら
ま
ず
各
メ
カ

ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。
修
理
、
車
検
、
板
金
な
ど
ト
ー

タ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
致
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
野
球
部
惜
し
く
も
優
勝
の
が
す

　

こ
の
た
び
Ｊ
Ａ
北
ひ

び
き
野
球
部
（
加
藤
克

彦
監
督
他　

名
）
は
、

19

第　

回
高
松
宮
賜
杯
２

48
部
野
球
大
会
に
お
い

て
、
地
区
大
会
を
勝
ち

抜
い
て
全
道
大
会
へ
出

場
し
た
。

　

全
道
大
会
は
７
月　
16

日
〜　

日
の
間
で
遠
軽

19

町
に
て
行
わ
れ
、
決
勝

ま
で
駒
を
進
め
た
も
の

の
、
Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
か
わ

に
敗
れ
、
結
果
は
惜
し

く
も
準
優
勝
と
大
健
闘

を
み
せ
た
。

　

加
藤
監
督
か
ら
は

「
春
か
ら
新
チ
ー
ム
と

し
て
集
ま
っ
た
選
手
達

が
頑
張
っ
た
成
果
が
、

こ
ん
な
に
早
く
形
と
し

て
あ
ら
わ
れ
て
う
れ
し

い
で
す
。
ま
た
、
大
勢

の
方
々
の
ご
協
力
・
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」と
喜
び
を
語

っ
た
。

�
野
球
部
の
み
な
さ
ん



����

　

編
集
後
記

　

今
年
の
夏
は
、
暑
い
日
が
あ
っ
た

り
、
寒
い
日
が
あ
っ
た
り
で
み
な
さ

ん
は
体
を
こ
わ
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

私
は
平
気
な
の
で
す
が
、
ま
わ
り
に

い
る
方
は
風
邪
を
引
い
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
･
･
･

　

こ
れ
か
ら
一
段
と
農
作
業
が
忙
し

く
な
り
ま
す
が
、
体
に
は
十
分
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

七
月
号
ク
イ
ズ

【
当
選
者
】

兼
丸
由
美
子
さ
ん
・
古
山
弘
美
さ
ん

藤
沢
ふ
じ
子
さ
ん
・
高
橋
世
津
子
さ
ん

八
重
樫
千
恵
子
さ
ん

【
解
答
】

ス
イ
ヘ
イ
セ
ン

おおおおおおおおおお
たたたたたたたたたた
よよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりり

お
た
よ
り

　

先
日
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
に
行
っ

て
来
ま
し
た
。
二
女
夫
婦
と
３
才
の

孫
と
４
人
で
。

　

こ
ん
な
に
近
く
に
、
美
味
し
い
サ

ク
ラ
ン
ボ
を
食
べ
ら
れ
る
場
所
が
あ

る
な
ん
て
嬉
し
い
で
す
ね
。
ご
夫
婦

は
と
て
も
優
し
く
、
孫
の
た
め
に
持

ち
帰
り
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
も
採
っ
て
く

だ
さ
り
、
み
ん
な
で
、
と
て
も
楽
し

い
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
で
し
た
。　

（
Ｆ
・　

代
女
性
）

40

◆
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
、い
い
で
す
ね
。

　

私
も
機
会
を
つ
く
っ
て
行
っ
て
み

ま
す
。

　　

号
を
追
う
に
し
た
が
っ
て
大
変
読

み
易
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
一
同
の
ご
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
（
Ｔ
・　

代
女
性
）

70

◆
お
褒
め
の
こ
と
ば
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
。

　

い
つ
も
興
味
深
く
、
愛
読
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
（
Ｈ
・　

代
女
性
）

60

◆
い
つ
も
よ
ん
で
頂
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　　

生
ま
れ
て
初
め
て
流
れ
星
に
ち
ゃ

ん
と
願
い
を
叶
え
れ
ま
し
た　
!!

果
た
し
て
願
い
が
叶
っ
た
か
？
う
ん

…
微
妙
。　
　
　
　
（
☆
・　

代
女
性
）

20

◆
ど
ん
な
お
願
い
し
た
の
で
す
か
？

願
い
が
叶
う
と
い
い
で
す
ね
。

　　

で
き
ご
と
の
ペ
ー
ジ
で
各
基
幹
支

所
の
行
動
が
解
り
、
少
し
ば
か
り
物

知
り
に
な
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

　
　
　
（
Ｈ
・　

代
女
性
）

70

◆
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き
ま
す
の

で
、
も
っ
と
物
知
り
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
ね
。

　

〜
新
企
画
提
案
〜

　

８
月
号
は
、
夏
野
菜
（
旬
の
野
菜
）

の
効
能
（
ビ
タ
ミ
ン
が
入
っ
て
る
と

か
）
や
レ
シ
ピ
を
載
せ
て
み
る
と
い

い
の
で
は
？

　

９
月
号
は
、
色
ん
な
野
菜
の
漬
物

の
漬
け
方
を
紹
介
し
た
り
、
じ
ゃ
が

い
も
や
南
瓜
の
冬
に
向
け
て
の
上
手

な
保
存
方
法
紹
介
な
ど
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
？

　
　
（
せ
っ
ち
ゃ
ん
・　

代
女
性
）

50

◆
た
く
さ
ん
の
提
案
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
野
菜
特
集
、
編
集
一
同

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年　

月
次
男
が
、
今
年
５
月
長

11

男
が
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
し
良
い
事
が
続

き
ま
し
た
。

　

農
作
物
も
沢
山
獲
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

　
　
（
士
別
の
ア
ヤ
ヤ
・　

代
女
性
）

50

◆
作
物
も
沢
山
獲
っ
て
良
い
年
で
終

わ
り
ま
す
よ
う
に
…　

　　

た
く
さ
ん
の
お
た
よ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ストップ・ザ・交通事故死
～めざせワーストワン返上～
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タテのカギ
１　体重をかける方です
４　ニセ札防止のために刷り込ま
れます

７　宣伝のために配るもの
８　一休さんは、真ん中を渡りま
した

10　名前の下につけます
11　成人式・結婚式・葬式・法事
など

14　ショート　ロール　デコレ
ーション

16　日本のあいさつ
18　ホワイトソースを使う料理
22　人魂の正体ともいわれてい
ます

23　これを引っ張り合う競技も
あります

24　ドングリのなる木の一つ
25　少しだけ体温が高いんです
26　石材を切り出す山。滋賀県
大津市には――寺があります

ヨコのカギ
１　専門医の一つ
２　ドイツ語で「患者」のこと
３　１年を３カ月ずつ４つに分け
たときの１期間

５　企業――　賃金――
６　ニューフェイス
９　梅干しが赤いのは、わたしの
せい

12　モカ　ブラジル　キリマン
ジャロ

13　シダ植物の一種
15　お盆の終わりに門前で焚き
ます

16　行動　ふるまい　日ごろの
――

17　平安時代の貴族の乗り物
19　生物は生まれ変わりを繰り
返すという仏教の教え

20　みちのく
21　将棋の駒の一つ

二重マスの文字を
Ａ～Ｄの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

パ
ズ
ル
の
応
募
方
法

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
答
え
て

応
募
し
て
下
さ
い
。
抽
選
で
５
名
の

方
に
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■
官
製
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
ポ
ス
ト
に
投
函

し
て
下
さ
い
。
尚
、
本
誌
へ
の
ご
意

見
や
、
わ
が
家
の
出
来
事
は
ぜ
ひ
書

き
添
え
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
時
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
等

を
希
望
さ
れ
る
方
は
そ
の
旨
書
き
添

え
て
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り　

８
月　

日
20

■
当
選
発
表　

本
誌
９
月
号

■
応
募
先

〒
０
９
５
‐
０
０
２
１

士
別
市
西
１
条
８
丁
目
７
０
１
番
地
１

　

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き

　
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
」
係
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